
人cl 25仏2喜哲人

t監事審 昌5，615被害警
(平成 4年 10月 1日現在)

い

期

的

穀

場

は

同
買
い
物
客
問
問
の
自
転
車
駐
車
場

は
、
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
自
転

車
駐
車
場
に
一
日
台
分
と
、
八
重
咲

町
公
密
第
一
駐
車
場
に
十
五
台
分

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、

八
重
咲
町
第
一
駐
車
場
と
第
一
一
一
駐

車
場
が
空
い
ど
い
ま
す
の
で
、
貸

い
物
客
の
み
な
さ
ん
も
一
時
預
け

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
は
…
西
宮
一
一
十
円
で

す。

湘
南
の
ま
ち
平
塚
ら
し
さ
と
、
海
ゃ
な
ぎ
さ
の
雰
飽
気
の
感
じ
ら
れ
る
明
る
い
通
り
を
芭
指
し

た
「
平
塚
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
(
平
塚
駅
南
口
か
ら
国
道
二
二
四
号
線
ま
で
の
架
道
)
」
を
、

察
土
木
事
務
所
が
整
備
中
で
、
平
成
六
年
三
月
の
完
成
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
化

を
機
に
「
放
置
自
転
車
の
な
い
ま
ち
ひ
ら
つ
か
」
を
目
指
そ
う
と
、
新
し
く
自
転
車
駐
車
場
を
設

霞
し
て
、
十
一
月
十
六
日
か
ら
平
塚
駅
南
口
周
辺
を
自
転
車
放
鐙
禁
止
区
域
に
指
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
塚
駅
と
海
と
を
結
ぶ
県
道
事
リ
ン
パ
イ
を
横
裁
し
ま
す
。
照
明

塚
捧
車
場
袖
ケ
浜
線
を
「
平
塚
な
灯
は
松
葉
の
J

メ
l
ジ
と
人
魚
の

ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
し
て
位
マ
ス
コ
ッ
ト
灯
の
二
穏
類
、
中
央

謹
づ
け
て
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
分
離
帯
に
は
け
や
き
が
様
栽
さ
れ

湘
南
の
ま
ち
平
塚
ら
し
さ
と
、
海
ま
す
。

や
浜
辺
の
雰
密
気
が
感
じ
ら
れ
る
平
成
四
年
度
中
に
平
塚
駅
南
口

さ
わ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
か
ら
代
宮
町
交
差
点
ま
で
の
西
側

車
道
は
、
明
る
く
す
る
た
め
に
の
歩
道
と
照
明
灯
、
来
年
度
は
東

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
白
い
石
を
混
ぜ
側
の
歩
道
と
照
明
灯
、
中
央
ノ
分
離

た
舗
装
、
街
路
樹
は
海
を
イ
メ
i

帯
、
開
削
閣
の
植
栽
な
ど
が
行
わ
れ
、

ジ
し
た
松
、
用
問
聞
に
は
お
か
め
笹
平
成
六
年
三
月
に
は
す
べ
て
完
成

と
く
る
め
ツ
ツ
ジ
、
マ
ル
パ
シ
ャ
す
る
予
定
で
す
。

聞
い
て
み
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
「
夏
休
み
の
水
ゃ
り
ゃ
輪

台
つ
け
の
級
か
い
作
業
」
。
う
れ

し
か
っ
た
の
は
「
い
ろ
ん
な
忽
の

大
き
な
花
が
咲
い
た
時
」
と
、
活

を
輝
か
し
て
諾
し
て
く
れ
た
男
の

子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

「
来
年
も
菊
作
り
を
し
た
い
」

と
の
子
供
た
ち
の
声
に
、
指
導
に

当
た
ら
れ
た
先
生
は
「
子
供
た
ち

が
希
望
す
れ
ば
続
け
た
い
。
菊
作

り
は
さ
し
芽
、
鉢
上
げ
、
時
間
芯

{
し
ん
て
大
鉢
へ
の
定
様
、
支

柱
立
て
、
輪
台
つ
け
と
一
議
長

り
、
持
続
性
、
綬
気
、
協
力
、
帯
周

任
、
意
欲
、
い
た
わ
り
等
が
饗
わ

れ
、
仲
間
意
識
が
と
て
も
強
く
な

る
。
わ
ん
ぱ
く
だ
っ
た
予
も
協
調

性
が
出
て
き
て
良
い
結
果
が
表
れ

て
い
る
」
と
の
お
話
で
し
た
。

つ
い
て
、
校
長
先
生
は
「
数
年
前
か
咲
い
た
菊
花
は
、
地
一
見
の
公
民

ら
機
物
の
は
ぐ
く
み
を
通
し
た
教
館
に
飾
っ
た
り
、
市
民
プ
ラ
ザ
ゐ

脊
を
実
践
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
菊
在
擦
に
出
品
し
た
り
、
多
く
の

昭
和
六
十
一
年
と
六
十
二
年
に
文
方
々
に
観
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

部
省
指
定
勤
労
生
産
学
習
薪
究
推
年
も
十
月
二
十
九
日
か
ら
子
一
月

進
校
に
抽
出
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
十
日
ま
で
市
由
民
プ
ラ
ザ
に
出
ロ
品
し

に
平
成
二
年
と
一
…
一
年
に
は
県
教
富
岡
て
お
り
、
大
変
好
評
と
の
こ
と
。

委
員
会
の
指
定
校
に
な
り
ま
し
ま
た
、
全
校
収
穫
祭
で
は
お
年

た
」
と
の
こ
と
。
寄
り
を
お
招
き
し
、
補
花
を
ブ
レ

そ
の
外
、
竿
産
活
動
で
は
、
ィ
モ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

や
野
菜
、
稿
、
花
と
、
様
々
な
櫨
最
緩
に
凶
十
八
の
つ
ぶ
ら
な
緩

物
を
育
て
、
土
と
の
ふ
れ
あ
い
を
に
見
送
ら
れ
て
、
地
域
の
人
々
や

還
し
て
い
き
い
き
と
活
動
す
る
子
植
物
と
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
に

供
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
感
銘
を
受
け
、
菊
の
香
り
に
惨
い
し

「
フ
ク
ス
ケ
型
」
の
惜
制
作
り
に
れ
た
ひ
と
と
き
の
訪
問
で
し
た
。

取
り
級
ん
で
い
る
三
年
生
広
話
を

放
選
自
転
車
対
策
は
、
昭
和
五
ド
事
業
の
整
備
に
よ
り
、
歩
道
の
そ
こ
で
、
駅
南
口
に
あ
る
既
設

十
九
年
四
尽
に
地
順
行
さ
れ
た
「
平
自
転
車
無
料
駐
車
場
を
廃
止
せ
ざ
の
自
転
車
駐
車
場
一
…
一
か
所
に
加

塚
市
出
回
転
車
の
放
置
紡
止
に
慢
す
る
を
え
な
く
な
り
、
放
翠
自
転
車
ぇ
、
新
た
に
五
か
所
笠
宮
転
事
駐
車
放
置
自
転
車
の
な
い
ま
ち
ひ
ら

る
条
例
」
に
義
づ
き
、
平
塚
駅
北
の
禁
止
区
域
が
拡
大
さ
れ
た
の
で
場
を
設
費
し
、
み
な
さ
ん
に
利
財
閥
し
っ
か
を
間
指
す
た
め
、
放
讃
禁
止

口

周

辺

か

ら

頗

次

放

置

自

転

車

の

す

。

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

o

区
域
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
隠
し

禁
止
区
域
を
拡
大
し
て
き
ま
し
闘

a
z
-
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l
m
?
p
i
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-
込

R
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g
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ま
す
。

た

。

新

し

く

指

害

者

禁

止

区

離

聾

譲

警

護

万

一

勲

融

和

欝

禁

止

尽

域

内

の

放

置

自

転

車

域
は
、
平
塚
駅
南
口
か
ら
半
径
約
・

@

4

6

・2
開

i

a

胴

Z
'
1
1

は
、
午
前
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の

民
五
百
討
の
区
域
で
す
o

(

上
聞
凶
)
新
し
く
設
置
レ
た
自
転
車
駐
車
た
。
こ
れ
で
新
た
に
合
計
一
千
三
問
、
警
告
シ
ー
ル
を
は
り
ま
す
。

平
塚
荻
溝
口
開
周
辺
は
、
い
ま
ま
場
は
、
代
官
町
第
了
警
芝
八
百
凶
十
台
が
収
容
で
き
る
よ
う
に
一
時
間
後
、
ま
だ
放
置
さ
れ
て
い

で
J
R古
摂
海
道
線
沿
い
だ
け
が
禁
重
咲
町
第
一
・
第
二
e

第
一
一
一
駐
車
な
り
ま
し
た
。
る
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
新
し
く

止
区
域
で
、
そ
れ
以
外
は
禁
止
区
場
で
、
一
千
四
十
ム
苧
収
容
で
き
ま
不
足
す
る
百
四
十
七
台
分
は
、
設
置
し
た
汝
費
出
回
転
率
保
管
場
所

域
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
。
一
収
容
台
数
と
利
用
料
金
は
駅
南
口
か
ら
一
キ
ロ
M

川
以
内
に
お
住
へ
移
動
し
保
管
し
ま
す
。
二
か
月

そ
の
た
め
、
一
千
四
百
八
十
七
台
左
表
の
と
お
り
)
ま
い
の
一
一
百
七
十
八
台
の
利
用
者
間
保
瞥
後
そ
れ
で
も
引
き
取
り
手

の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
、
歩
行
者
さ
ら
に
、
暫
定
約
に
平
成
五
年
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
、
健
の
な
い
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
自

の
み
な
さ
ん
に
と
議
惑
を
お
掛
け
度
事
業
と
な
る
な
ぎ
さ
ブ
口
ム
ナ
康
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
歩
い
て
通
転
車
と
し
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
箸
時

1
ド
東
側
の
歩
道
の
一
部
分
を
平
勤
咽
通
学
し
て
い
た
だ
く
よ
}
つ
お
・
放
置
自
転
車
保
管
場
所
平
塚

に
お
け
る
裁
時
期
路
と
し
て
の
安
全
成
五
年
一
一
一
汚
ま
で
借
煎
し
、
有
料
願
い
し
て
い
ま
す
。
市
綴
一
二
九
八
番
地
(
神
奈
川
合
央

性
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
駄
車
場
と
し
て
三
百
台
収
容
で
き
そ
の
影
響
か
、
八
重
咲
町
第
…
究
肴
ハ
ス
三
番
線
乗
り
場
「
松
岩

ら
に
、
平
塚
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
l

る
自
転
車
駐
車
場
を
設
澄
し
ま
し
駐
車
場
の
利
用
車
十
は
一
一
一
Q
汽
第
寺
行
」
綴
公
民
館
前
下
車
徒
歩
五

判
叶
J
引
J

什い川
z
J
U
川

什

=
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駐
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O
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分
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(2) 平成A年 1守 F弓守主玉Eヨ思韓ひらつか

住
国
民
棄
の
写
し
、
開
銀
総

明
番
目
地
、
毎
週
土
曜

a(午

前
9
時
1
午
後
8
持
泊
分
)
、

泌
総
窓
口
で
発
行
す
る
。
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1Zべ年は養護す擦!三事Gxs寺三罫3ZGLWまでに、市販の開制職員

長÷主吋弓る語 I-110 八 4 込 お 見 事 担 当 ま で 本 人が持参内

2出丹雲霊に。議 ! 

く〉徴収毒事務著書託員………告人
内容民民健麗保険税、問民年金保

険料、下水道使用料等の徴収

・資格平成 5年 4月 1clに50歳以と

62議来満の健康な万

く〉嘱託係長室溺
a 内容保健指導業務

・草壁掛 平成 5年 4f':] 1日に50議以下

の保健婦の資格を有する女性

く〉ボイラー操作吸器主義…… 3人
省内容 市民t:ンタ…のボイラー業務

e 資 描 平 成5年 4月 1fHこ60歳以下

のポイラ 技富市の資格者有する方

。理議託歯科書罰金二七……… 1人
・内容 茜科衛生指導業務

・資格 平成 S年 4Jil 1日に35産量以上

の醤科類生土の資格を有する女性

語

2人

。
一
離
法
捧
鴇
離
日
月
間
自
(
ホ
)
、
お
日
(
水
)
、

は
月
2
日
(
水
)
、

9
日
(
水
)
、

予
約
制
(
篭
語
で
も
可
)
、
日
時
4
3
日
時

。
最
記
、
棋
託
、
謝
毅
揖
醗
児
月
日
日
(
金
)
、
日
時

1
日
時

。
一
般
市
民
相
鶴
梅
田
(
た
だ
し
、
土
唱
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
・
第
2
・
第
4
土
瞳
は
除
く
)

。
鴻
費
生
治
相
談
日
月
却
日
(
金
)
、
訂
日
(
金
)
、

日
月
4
日
(
金
)
、
日
目
(
金
)
、

9
時

1
日
時

。
定
問
年
金
相
識
ロ
月
刊
日
(
木
)
、
日
時

3
日
時

。
尭
明
帯
諜
特
許
措
鶴
四
月
7
日
(
丹
)
、
即
時
j
t
l
d

日
時

。
下
鵠
取
引
椙
談
日
同
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分

1
日
時

。
性
一
宅
相
識
(
新
築
補
棲
な
ど
)
日
月
日
日
(
先
)
、
日
時

3Mm時

を

鶴
間
少
年
岨
相
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一
一

月
一
、
金
曜
日
9
時
，
、
九
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

月
t

、
土
曜
日
9
時
S
M時
四
分

議

社

会

帥

端

的

ω
i一
一
一
一
一
一
一
一
三

。
心
配
ご
と
棉
融
持
週
月
曜
日
、
日
時

5
日
時

。
専
門
(
法
帯
、
金
融
、
住
宅
、
産
購
)
相
駿
ロ
月
叩
日
(
木
)
、

日
時

1
日
時
予
約
制

。
生
活
支
揖
相
訟
毎
趨
丹
，
、
金
曜
日
、

8
時
四
分
5
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
甜
月
r
、
土
曜
日
、

8
時
泊
分
1
げ
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
除
く
)

。
結
措
相
談
毎
週
日
曜
日
、
四
時
3
日
時
(
第
3
日
曜
丙
口
除
ミ
)

〈
〉
母
乎
樺
談
・
逐
鹿
党
童
相
談
聾
週
月
F13
金
曜
日
、

9
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
難
相
談
毎
遇
舟
4

、
金
曜
日
、

9
時
四
分
S
M時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
'
第
4
土
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
一
婦
人
揖
説
毎
月
第
2
木
曜
日
、
日
時
3
日
時

市役所の窓口に来なくても、みなさん

のお住まいの近くでいろいろな証明が受

けられるよう市民窓口センタ を開いて

いる。ご利用を。なお、 mの遊休 2H出j

に伴い手成 5年 1IJから曜日はお休み

となる。ご f棋を。

すF台渓窓口センター
大野・主主U'Ij.神間・域品“時崎・金問。

:金 f~ .土色d・沢・坦」ヒー九Ii南公民館

内市民窓口センタ一、駅前市民窓口セ

ンター (MN ピル1()~如、金 td岡市民

窓口センター(点海大芋湘南校舎向窓

会館内)

や利用時間
• '1ァ日 q 詰可 9 日時，~ノ灸 5 E長子

• ~'l二曜 H 今前 9時~午後 O時以)分

・第 2、l.l':;4上向、日曜日、祝日は休

み{、l'成 5年 111から i汁曜日は休み}

カ取り扱いができるもの
戸 籍 謄・抄本、イ浜、年金環i7品品、

税務諸誌明、身分ぷ明、印鑑登録証明

い問い合わせ先

rlir~ ，i*，liEUJ.J窓口係(内線234)



(3) 平成ヰま手守司汚守主5Eヨ

深
海
援
の
蕊
ま
窓

榔町保育騒 平 揮

を土 明石町程育関 明石町

白百合保育鶴 立野町

金 あさひ保育騒 f弓 内

横内楳青書罫 横 内

議 いずみ保育言語 7五 i召

金目保育磁 ;o金 ['1

主主 八 嬬 保 育 障1 凶之官

大町保育鴎 根坂間

法 ゅうかり保育関 間 崎

出原保育Il:ll 中 原

人 街村保育匡語 高 宇す

富士見保育長冨 平 塚 il 120人~福憂する庭 襲警みどり保育所 四之宮 120人

農地的造成@転用は蕗け運営

[綾地の造成]

最近、各地で宅地造成やピル建設工事など

の開発行為に伴い、農地を畿地造成と称した

才L、

ている。ご注意そ。

①甘い憲章藍での竣め主主て

「良い土が余っているので無料で壊め立て

ます」、「機良な農地として復元しますム f謝

礼をお支払いしますJな ど の ふ れ こ み で 地 主

と接触している。

①ねらわれる摩地とは

特にこのような諮が持ち込まれるケース

は、不耕作・不作付地などの遊休農地や荒廃

畿地が多く見受けられる。

①重量地復元にはさ多額の襲用が

残土を捨てられると取り返しのつかない状

態にされるだげでなく、農地復元には多額の

費用がかかる。

〔農地の転用]

優 良 農 地 を 守 る た め 、 農 地 法 で は 農 地 を 農

地以外の用法に転用することを制限してい

る。農地を転用する場合には県知事、または

農林水車大阪の許可が必要となる。お尋ねを。

世間い合わせ先農業委員会事務局農政部

〈内錦338)

住民異動届は、選挙、就学、関民年金、吾妻員髄麿慌

晩、予防接種、印鑑吉正明などのもとになる重要なもの

です。性所が変ねったときは必ず14臼以内に届け出を

してくださし」

届目出には、その万の氏名、住所、異動した年月日、

従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がなく層け出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

媛担当 市民課市民異動係(電話23-~1111内報236)

とさ l1J守 22毘

午蓄すS器寺~

雨天の場合iま11月2号S(自)iこ慈潟
，当日は午前 7時に花火で合関する

ところ
く〉自宅付近の道路

く〉広場、公留など公共の場所

o平塚海岸



(4) 平成4安寧守守芦菩守 5Eヨらつ台、

す
一
暗

暗

一

世

飢
一
世

O
ラ
グ
ピ
i
関
墓
参
り
i
グ
戦

線
一
世
。
ロ
月
5
臼
(
土
)
ロ
持
筑
波

純
一
勺

H
時
東
京
大
学
一
対
慶
応
義
塾
大
学

勲
一
点
巌
有
料
(
一
般
一
千
円
、
学
生
五
百
円
)

濠
一
ア
り
そ
の
ほ
か
の
大
会

'
U月
幻
自
(
臼
)
9時
市
民
ロ
ー
ド
レ
1
ス
大
会

日
時
全
属
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ポ
1

ル
大
会
問
問
予
選

-
U
月
幻
自
(
祝
)
9
持
ち
び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

a
M
R
6
B
(日
)
8
時
月
例
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

前
回
志
で
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
靖
れ

上
が
り
、
秋
晴
れ
の
中
、
償
例
の
市
民
市

が
平
塚
市
の
中
心
務
底
街
で
十
月
二
十
五

日
間
か
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の

儲
底
の
前
で
品
定
め
を
し
て
い
る
よ
う

で
、
満
足
の
一
付
く
品
物
を
字
で
触
れ
確
か

め
な
が
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

当
臼
は
、
天
気
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
出
足
が
早
く
、
売
れ
行
き
も
好
誠
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
る
と

み
な
さ
ん
足
を
止
め
て
、
華
や
か
な
パ
レ

ー
ド
を
間
見
入
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
特

に
パ
レ
ー
ド
に
撃
を
添
え
た
ミ
ス
七
夕
、

一
輪
車
の
妙
技
の
演
技
が
自
を
引
き
ま
し

た。
一
方
で
市
民
参
加
の
催
し
が
パ
ー
ル
ロ

ー
ド
で
両
聞
か
れ
、
親
子
で
真
剣
に
丸
太
切

り
に
挑
戦
し
た
り
、
大
き
な
口
を
開
け
て

大
声
コ
ン
テ
ス
ト
で
頑
張
っ
て
い
る
子
供

や
、
い
か
だ
遊
び
で
勢
い
余
っ
て
地
面
に

落
ち
た
り
す
る
子
供
な
ど
、
み
な
さ
ん
休

日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

マ
日
程

1
月
ロ
日
1
3同日山口日

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
一
の
毎
選
原
則
と
し
て
火
・
水
・
金

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
殺
し
み
楽
し
ん
一
一
曜
臼
、
全
叩
山
田

で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一
・
時
間
第
1
コ
ー
ス
(
午
前
9

を
開
聞
く
。
(
左
記
の
と
お
り
)
一
一
時
お
分
ら
お
時
拍
分
)
、
第
2
コ

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
了
ス
(
午
前

ω持
品
ぞ
か
持
)

複
は
が
き
(
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
窓
一
一
〉
会
場
平
塚
総
合
体
育
館

は
体
育
現
時
に
あ
る
申
込
書
)
で
、
一
円
V

定
百
周
各
コ
ー
ス
(
第
1
コ
1

向
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
毘
(
千
羽
平
一
ス
拍
歳
ま
で
、
第
2
コ
ー
ス
印
歳

塚
市
大
原
1

1

平
塚
球
場
丙
・
一
か
ら
的
歳
ま
で
の
女
性
)
百
五
十

電
話
お
ー

O
一
O
一
一
)
に
お
申
し
一
人

込

み

を

。

撤

選

一

マ

参

加

料

一

一

一

千

内

門

太

極

拳

教

護

}

一

マ

申

込

書

官

ぎ

(

月

)

一1
m
g
(金
)

マ
臼
師
問
辺
月
ロ
臼
〈
、
J
3
月
山
口
臼
一

(
除
;
月
昔
、

1
R
1
日

、

一

社

交

ダ

ン

ス

昔

)

の

毎

週

金

曜

日

、

言

問

一

講

習

会

で

す

・
時
尚
午
後
6
時
ぬ
分
1
8時一

マ
会
場
平
田
部
総
合
体
育
館
一
教
育
委
員
会
で
は
、
初
心
者
向

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
一
け
の
社
交
ダ
ン
ス
一
講
習
会
を
間

勤
め
~
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
(
除
一
く
。

く
高
校
生
)
四
歳
以
上
の
方
犯
人
一

7
5複
立
月
初
日
(
月

)
tロ

マ
参
加
料
六
千
五
百
二
十
円
一
汚
5
R
(土
)
、
全
6
回

マ
申
込
期
限
円
以
月
幻
臼
(
土
)
、
一
円
v
会
場
見
附
台
体
育
館

は
が
き
1
枚
に
1
人
一
マ
練
習
的
ブ
ル
ー
ス
、
ル
ン
ハ
、

一
ワ
ル
ツ
、
ジ
ル
バ
、
キ
ュ
ー
バ
ン

一
ル
ン
バ
、
マ
ン
ボ
チ
ャ
チ
ャ

ノ¥、

一
ン
ド
ス
キ
l
場

一
マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

一
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
(
除

一
く
高
校
生
)
国
歳
以
上
の
方
組
人

一
マ
参
加
料
開
万
八
千
円

一
行
〉
申
込
期
限
孔
周
辺
司
(
土
て

は
が
き
1
枚
で
2
人
ま
で

イ

袋入場料 Sfi普2，∞OF守 Af.普 1，5∞河
事前務!15< 11月29B但)10時から市民センタ一、チケットびあ(長崎麗4F)、

ヤンレイレコード(ラスカ4F)、稲元農業器底、サクラ主宰l宮本底、花水害f苫
※市民センター{霊童話32-2235)でむ童話孟予約は12月 lBeゆから



十
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
一
竹
嶋
将
之
へ
鳩
小

2
年
〉
、
吉
町
問

問
一
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。
一
青
山
広
(
大
原
小
3
年
)
、
野
口
車

問

一

(

敬

称

略

)

一

土

(

松

延

小

4
年
)
、
吉
田
正
時
縄

問
一
{
繁
お
窃
綴
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
一
(
大
原
小

5
年
)
、
野
口
畠
土

問
一
会
}
ぬ
四
月

8
呂
、
見
約
ム
口
体
育
一
(
訟
窓
小
6
年
)

一

一

館

、

参

加

治

チ

!

ム

一

e

同
女
子
の
郡
小
浜
育
美
(
金

一
て
優
勝
真
土
、

2
位
金
問
ク
一
一
出
小
2
年
)
、
佐
藤
亜
貴
子
(
金

一
一
ラ
ブ
、

3
位
五
銭
ケ
台
ク
ラ
ブ
、
一
的
小
4
年
)
、
富
一
元
端
技
(
大
原

に
こ
や
か
に
パ
レ
i
芸

盛

り

上

げ

ま

す

パ

ナ

ナ

富

指

し

て

重

り

競

争

ス

タ

i
モ

ー

ん

も

人

で

い

っ

ぱ

い

幽

一

霊

フ

レ

ン

ズ

一

小

皇

、

書

室

(

松

山

主

=
町
内
『
勾

3
5
5
z
m
z

一
{
第
幻
一
樹
平
塚
市
少
年
少
女
鎚
雄
一
小
6
年
)

与

も

一

二

大

会

}

山

山

丹

江

巳

、

平

塚

総

合

体

ア

中

学

男

子

の

部

津

沼

久

敬

喜

同

一

日

一

霊

童

五

百

六

十

人

一

(

大

口

径

中

2
年
)

一
青
少
年
諜
(
内
線
七
ょ
っ
一
)
へ
。

{

a

小
学
生
男
子
各
学
年
の
部
俊
勝
了
間
川
女
子
の
都
武
井
早
苗
(
大

大
久
保
航
(
富
士
見
小
1
年
)
、
一
野
中
3
年
)

一
ま
っ
た
。
入
賞
さ
れ
た
主
な
方
々

一
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

を

一

〔

詩

の

簿

}

応

募

H
点

均

一

長

短

で

手

軽

に

生

ご

み

が

処

一

マ

会

場

市

役

所

嘉

了

特

選

「

ご

み

詰

」

梶

山

知

品
一
理
で
き
る
か
金
ご
み
処
理
器
。
を
一
マ
種
類
、
金
額
嶋
据
え
置
き
丞
一
美
(
山
下
)
、
入
選
上
野
総
子

一
日
一
斡
(
あ
っ
)
旋
す
る
。
こ
の
川
護
一
(
百
三
十
円
山
型
一
千
内
百
九
一
(
問
時
)
、
高
橋
み
よ
子
(
寺
田

家
一
回
閣
は
、
土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
一
十
円
山
毅
一
千
三
宮
内
)
、
埋
め
込
一
縄
)

初
一
カ
を
一
利
用
し
て
生
ご
み
を
発
酵
、
一
み
剖
二
百
七
十
川
町
毅
一
…
千
四
百
一
{
襟
綴
の
部
}
応
募
浅
沼
十
一
占

沙

一

分

解

い

た

い

胞

に

す

る

も

の

。

一

円

)

了

特

選

「

捨

て

る

よ

り

皆

同

わ

な

博
一
十
月
ま
で
に
、
六
千
二
百
世
帯
で
一
一
〉
申
込
先
環
境
衛
生
業
務
設
業
一
い
工
夫
で
ご
み
減
量
二
高
橋
芯
校

ぴ
一
ご
料
開
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
一
務
係
(
内
線
五
一
一
一

O)

一
(
河
内
)
、
「
ひ
と
手
間
が
ご
み
と

一

四

人

家

族

の

場

合

、

一

つ

で

半

一

一

資

源

の

分

岐

点

二

州

議

知

子

(

真

一
年
か
ら
一
基
俊
一
つ
こ
と
が
で
き
る
一
ご
み
減
量
の
詩
一
回
)
、
「
平
塚
は
み
ど
り
と
護
ふ

一
ば
か
り
か
J

投

入

さ

れ

た

生

ご

み

は

一

入

賞

作

決

ま

る

一

士

9

窓
佐
藤
彩
乃
(
上
古

登
志
な
自
然
の
残
る
土
沢
丘
陵
一
寸
会
場
び
わ
青
少
年
の
家
と
そ
一
…
一
一
か
月
か
ら
半
年
で
た
い
犯
と
な
一
…
沢
)
、
入
選
高
橋
み
よ
子
(
寺

で
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
一
の
周
辺
一
る
の
で
、
庭
木
や
園
芸
の
肥
料
と
一
ご
み
減
量
の
詩
(
う
た
で
標
一
回
繕
)
、
藤
田
康
子
(
南
原
て
川

う
と
、
今
年
も
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
一
[
〉
定
員
朗
人
(
先
着
順
て
小
一
し
て
利
用
で
き
る
。
ご
利
用
を
。
一

き
&
ワ
ォ
I
ク
ラ
ジ
1
大
会
が
問
問
一
学
生
以
下
は
係
議
者
向
伴
一
円
V

斡
旋
巴
江
月
幻
自
(
貌
)
、
一

か

れ

る

。

ご

参

加

を

。

一

マ

参

加

費

六

百

円

一

辺

月

刊

U
B
(土
)

一

7
5時

M
M
丹
波
日
(
土
)
午
前
一
申
し
込
み
は
、
宰
加
費
を
添
え
一
，
時
間
午
後
1
持
却
分
1
3時一

泊
時

3
午
後
3
時

¥

が

な

み

の

て

な

防

受

o

や

員

伺

業

/

ゐ

度

く

ご

れ

つ

。

、

。

を

と

部

お

諌

{

〕

混

運

、

。

入

残

い

に

る

り

と

。

に

務

引
け
の
が
れ
い
剤
が
た
方
い
取
い
を
日

町

一

之

内

解

入

た

虫

剤

き

る

て

け

な

賂

い

生

ひ

器

分

を

き

防

虫

ぜ

い

し

受

ら

遼

良

。

衛

U
的

理

、

土

だ

に

妨

わ

て

り

お

か

ご

の

る

墳

時
内
処
酵
掠
た
裏
、
ワ
し
況
は
分
は
ふ
口
じ
車

問
4

は
発
問
聞
い
の
で
つ
入
お
方
て
庭
部
応

吋
常
一
み
め

1
て

た

の

ぺ

購

綿

い

い

家

ご

に

先

的

本

』

こ

た

に

い

ふ

る

し

を

4

な

つ

ご

の

説

せ

迅

守

山

常

生

い

間

お

む

あ

認

器

年

い

に

る

ん

相

わ

舵

川

認

の

な

週

て

器

が

時

現

毎

て

器

あ

吉

ご

合

内

ぃ

湾

季

ら

1
ぜ

理

ス

か

処

を

つ

理

の

な

、

い

(

凡
一
冬
が
。
混
処
一
る
、
剤
取
処
題
み
し
間
同
部

s
a
上

る

と

・

グ

い

お

虫

け

。

間

が

い

会

務

い

大
関
コ
ン
チ
ス
ト
怒
い
明
り
障
を
出
し
ま
す

実容耳主制骨肉守芝玉をヨ

ル
を
し
な
が
ら
水
誌
の
指
導

員
、
め
ぐ
み
は
水
泳
と
、
ス
ポ

ー
ツ
が
大
好
き
な
家
族
で
す

0

0
私
の
ふ
る
さ
と

湯
沢
町
は
温
泉
と
ス
キ
i
が

全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
最
近

で
は
車
甘
か
ら
秋
に
か
け
て
、
湯

沢
高
援
に
あ
る
グ
ア
ル
ブ
の
翠
μ

に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る

よ
う
で
す
よ
。
約
一
千
種
の
高

山
積
物
が
咲
き
乱
れ
、
そ
の
美

し
さ
を
競
う
よ
う
に
次
々
と
花

を
咲
か
せ
る
姿
に
、
入
は
心
を

打
た
れ
る
の
で
U
ょ
う
ね
。

今
年
の
二
月
、
ス
キ
l
場
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
国
指
定
特

別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
を
晃
る
こ
と
が
で
者
￥
仇
し

た
。
湯
沢
町
は
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
す
よ
。

。
事
一
塚
に
往
ん
で
の
綴
懇

し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
て
き

た
総
合
公
麹
が
い
い
で
す
ね
。

よ
く
行
き
ま
す
よ
。
た
だ
、
犬

を
放
し
て
一
撃
少
し
て
い
る
人
を

よ
く
見
掛
け
ま
す
。
飼
い
主
の

実
証
で
す
が
、
設
意
す
る
勇
気

一
在
み
ん
な
が
も
っ
と
と
も
大
切

一
な
気
が
し
ま
す
ね
。
(
大
涼
)

〈
募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
!
ナ
l
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

山
ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

〈
〉
送
り
先
守
山
川
平
塚
市
浅
間
同

町
9

1

平
塚
市
広
報
広
糠

諜
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
内

線
三
一
一
凶
)

くお〉

言書室長;i
問問、

~.t 育古 21吉守 19 っ 12 
海 目 白ぷ月
道午午{!;'1吉
テ 後 前正当臼
イ 10 5 '" _ 

天時時左

手長義 主
(ママ jJaるいマ
奪型空でプヨー、参

55建議喜《轟25
1 限こ涼め主主
三平 と員Ijま市
O 若草 11 とた南
六球月 しはお
O 場 24 て 通 n
) 内 臼 全学町三

イ本( 日し有
裏火 穆て佳

) 参いま

エえ

く〉コース
第 11R 平揮競技場域島小学校前 6.6km 

第 2区 域島小学校前大住中学校煎

第 3豆 大性中学校前みずほ小学校前 5.0km 

第 4区 みずほ小学校前吉沢小学校前 7.0km 

第 5区 宮沢小学校前山域中学校庭 5.9km 

会 長 5夜晃司 3L9km 
。チーム露霜成 霊主蟹Z、選手5、構欠2、費十8人

省主賓格 10月 1B以前から居住地区に住民登韓して

ある高校生以上り方。同lじ高校、事業所は3ノにまで、

く〉交際委主体事著書官〈電話31.--3057)

⑮開敢謹題 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球 (~16時)、パレー(16時~)

。12，FJ7 ヨ{汚)午後 1 時~8

。12，FJ21滋(J寺)λf

く〉金額公渓童書体寝苦室宮(離舌31-'-'21持)

く〉差益録公渓童書体事言霊堂〈電話58~OlOl)

く〉争率a公主皇室宮手事事尊重震(電話55--0239)

く〉滋務公渓銭惨事憲章吉(電話31-22日〉

e開地轍自 パレー(9 時~13時)、パドミン

トン、卓球(13時 ---16ff明、パスケット(16

時-~20時)、

寺ヨ{湾)午京19時~午後 8特

.;フ器 7，ヨ〈汚) グ

〈
〉
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
i
ん
女
子
向
日
本
ソ
i
グ
戦

@

門

μ
月刊凶口
μ

(
土
)
日
時
部
分
子
一
一
一
弁
生
命
対
東
芝
、
日
特
別

分
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
対
一
一
一
菱
銀
行

問
問
有
料
(
一
般
一
一
千
円
、
中
e

高
校
生
一
千
三
百
円
)

。
そ
の
ほ
か
の
、
去
な
大
会

咽
円
以
汚
幻

5
(土
)
1お
臼
(
祝
)
9時
全
日
本
9
人
制
パ

レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会

格一
μ
月
刊
日
白
(
呂
)
9桝
吋
県
下
高
校
軟
式
庭
球
新
人
大
会

-
U月
6
日
(
日
)
9時
神
奈
川
県
中
学
生
卓
球
大
会



{
作
文
の
部
}
応
募
部
占
…
ス
タ
ー
と
同
問
団
ふ
絡
を
募
集
し
た
。

マ
血
眼
優
秀
賞
「
ぼ
く
と
童
三
{
ポ
ス
タ
ー
の
怨
言
語
呂
五
一

こ
」
鈴
木
賞
幸
(
豊
居
小
3
年

)

、

…

仁

出

…

一

「
安
全
は
一
人
一
人
の
心
が
け
二
マ
金
持
は
栴
原
英
一
時
(
花
水
小
2
…

臼
ご
ろ
の
十
一
文
明
探
検
の
中
か
ら
一
添
田
奈
津
子
(
松
原
小
6
年
)
…
年
)
、
牧
内
一
也
子
(
山
城
中
3
年)…

一
一
一
文
遂
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
ボ
一
行
V

棋
院
秀
賞
馬
場
業
友
子
(
松
原
一
{
畑
畑
山
田
摘
の
務
}
応
答
一
千
六
百
四
一

一
ス
タ
ー
と
佳
品
せ
募
集
し
た
一
ー
小
2
年
)
、
越
笠
間
仁
(
富
士
死
一
占
(
ご
み
部
門
一
千
一
十
五
点
、
一

h
H
H
H
H

…
{
ポ
ス
タ
ー
の
銭
応
募
一
夜
八
一
小
2
芝
、
古
谷
葉
忠
良
子
(
盟
主
量
保
全
部
門
五
百
七
十
九
点
)
一

生

雷

や

ポ

ス

タ

ー

な

ど

を

募

集

し

一

品

が

、

一

十

七

点

一

小

4
年
一
、
大
一
立
生
田
直
子
(
神
一
マ
金
会
寸
大
事
に
使
う
そ
ん
な
一

た
と
こ
ろ
、
自
分
の
生
活
体
験
の
一
九
入
賞
さ
れ
た
主
な
方
々
は
次
一
マ
金
山
政
福
井
岡
市
浪
(
登
山
m
小
1
一
郎
小
3
冬
、
上
野
朱
美
(
柏
筏
…
、
し
が
地
球
キ
す
く
う
」
亀
井
佑
季
…

中
か
ら
紫
薄
緑
じ
表
現
し
た
作
一
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
二
年
)
、
下
山
桟
(
城
島
小

3
年
)
、
一
小
6
年
)
、
小
宮
友
紀
(
域
烏
小
二
神
的
小
4
年
)
、
「
大
事
で
す
出
一

一
天
野
美
幸
(
松
延
小
6
年

一

一

6
年

)

一

す

こ

と

よ

り

も

減

ら

す

こ

と

」

小

一

観

光

風

景

写

生

一

v警
護

ひ

と

み

(

神

田

小

一

一

島

裕

子

(

神

田

中

3
年
)
、
「
ぼ
く
一

コ
ン
ク
j

ル

7
年
)
、
梅
村
こ
の
み
寝
静
小
一
ご
み
の
ポ
ス
一
ん
ら
の
小
さ
な
木
で
も
霊
の
工
一

，
一

2
年
)
、
大
賞
あ
ゆ
み
(
勝
目
小
一
タ
!
と
標
語
一
場
」
山
本
経
之
(
中
原
小

2
一

平
塚
の
身
近
な
警
や
、
日
ご
一
生
、
関
村
俊
一
(
神
田

4
3
一

i

一
年
)
、
叶
少
し
だ
け
そ
ん
な
気
持
ち
一

ろ
綴
し
ん
で
い
る
観
光
一
行
事
な
ど
…
卑
)
、
古
木
菜
穂
(
松
原
小
6
年
)
、
…
ご
み
の
ご
再
利
泊
な
と
、
美
し
い
一
が
地
絡
を
こ
わ
す
」
紘
一
域
千
尋

の
写
生
十
四
を
募
集
し
た
。
応
募
六
…
大
主
義
(
勝
康
小
5
年
)
一
街
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
の
ボ
一
(
浜
岳
山
中
1
年

)

一

宝

石

の

み

な

さ

ん

に

よ

っ

て

披

露

一

ル
1
ブ
庭
口
汚
げ
日
(
火
)
1

百

六

十

点

一

I

t

i

l

i

-

-

一

さ

れ

る

よ

量

を

。

一

官

豆

マ

最

高

賞

展

知

事

賞

宮

川

令

一

一

マ

日

程

日

月

初

日

(

包

)

午

後

一

{

中

央

公

民

線

開

開

館

ぬ

周

年

記

念

芸

民

垣

間

一

字

入

選

挟

ま

る

一

計

i
f
E
)斗関
口
月
幻
自

観

光

協

会

菜

食

竹

島

愛

士

山

一

一

マ

出

演

居

体

、

抽

選

一

{

ユ

ニ

セ

フ

写

真

緩

@

児

意

爵

下
小
3
年

)

、

県

教

育

長

賞

議

一

回

ト

回

日

一

キ

必

え

た

平

塚

市

文

一

会

遊

説

う

華

」

武

田

秀

夫

…

①

人

形

芝

居

の

部

一

底

辺

月

1

4

B

(
火
)
1
5
日

合
雄
一
(
畑
地
小
2
年
)
、
市
教
育
一
化
也
市
を
記
念
し
て
、
募
集
レ
た
写
一
(
夕
陽
ケ
丘
)
、
「
噴
水
場
点
景
」
一
。
総
雨
座
「
序
。
一
ニ
番
安
一
一
(
臼
)

芸
員
加
藤
叶
麻
衣
子
(
神
田
小
4

一
真
と
絵
画
の
入
賞
作
品
が
き
と
斎
藤
健
一
博
(
翠
黒
田
)
一
島
市
役
所
文
楽
研
究
会
「
領
域
一
一
絵
美
。
絵
画
彫
刻
展
〕
ロ
同
月
九
刊

さ

一

。

、

市

制

六

十

周

信

託

斗

併

と

し

て

一

i

l

i

-

-

一
阿
波
ウ
~
鳴
門
@
剤
一
札
張
之
同
居
」
一
日
へ
木
)
1お
尽
(
臼
)

マ
金
交
問
黄
島
…
一
得
也
(
松
涼
小
1

一

特

別

に

募

集

し

た

市

内

の

公

共

施

一

一

・

続

出

府

座

「

御

所

綬

掘

川

夜

討

e

…

主
計
三
時
計
三
時
五
三
一
語
一
、
鳥
宮

久
間
木
寧
子
(
金
田
小

6
5、
一

入

賞

さ

れ

た

主

な

方

々

は

次

の

と

…

7
ぽ

っ

く

り

節

保

存

会

「

平

塚

一

プ

ヨ

&

地

~

佐
草
里
絵
(
松
が
丘
小
4
年

)

、

一

お

り

。

(

敬

蒜

裕

二

市

内

に

伝

わ

る

郷

土

芸

能

そ

保

一

小

唄

(

ぽ

っ

く

り

節

)

、

平

塚

音

一

/
r
l
j
i
H
¥

緩
真
弓
(
山
下
小
6
年
一
{
絵
磁
、
影
刻
部
門
}
応
募
百
点
一
存
し
、
伝
摂
し
て
い
る
み
な
お
ん
一
一
蹴
(
白
驚
お
ど
り
ご
ほ
か
一
{
パ
ン
の
花
。
臨
時
工
安
展
〕
江
月

笠
宮
品
(
春
嘉
吉
1
3
年

)

一

@

市

長

設

青

木

淳

子

(

一

一

宮

一

の

発

表

会

で

あ

る

第

十

六

初

ひ

ら

一

③

太

鼓

の

部

一

ロ

日

(

木

)
1門U
B
(火
)

一
一
則
)
、
市
議
会
議
長
設
森
茂
二
っ
か
民
俗
五
能
ま
つ
り
が
機
か
れ
…
。
前
鳥
神
社
機
子
太
妓
保
存
会
一
{
手
編
み
万
部
ゆ
作
品
展
}
孔
月

一

(

茅

ケ

崎

市

て

教

育

委

員

会

党

一

る

。

一

「

前

鳥

磯

子

い

一

mm
臼
(
木
)
S
M
臼
(
火
)

一
大
塚
タ
ケ
子
(
叩
窪
田
本
郷
)
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由時期。 方、南半球では車を却え、太陽の

詑まない地点或がfょがξ』

・期間口丹 76 (土) ~1 月 10日(日〉

・投器時間 土、日曜日の11時、 14時

ー観覧料 100円(当日午前 9時カ、ら博物館 1

措カウンタ で親覧#を発売〕

す還を発る会

オリオン鹿やブレヤデス昼間を眺める。

日時 12月 18日〈金) 19時 -20時 30分

・会場博物舘軒学教室、 躍 と く 事 加 自 由 〉

会開舘時間 9時~日時50分

公体轄時 短調月曜日、 11月 24日(火〉

合博物館 字削境問町]2--41 電 話33--5111 

E暗員会腫1
会期日月四日(水) ~-22自(日)

{グループ針布るパッチワ ク麗3
・会期日月25日(ホ) -29日(日)

{グループ抽嵐]

会期 月 2日(水) ~8 日〈火)

I平塚市中学枝葉構科教員藁荷麗]

会期 12月刊日(木) -15日(火)

台関麓時間 9時 30分時間分

合体韓日毎週月曜日、日月24臼〈火)

合藷j栴露字削酋八播1-1-3 電話35-_ 2111 
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梅宮守

護問公民館

松が丘公民館

抗告ノj付F校

域島公民館

「司自奇イ、会才支

持心寺

金田公民館

こと髭小学校

吉沢小学校

吉沢公民舘

松延小学校

金日小学校

みずほ小学校

万闘員塚市営住宅

焔陵由学校

に集合、事力日自由

すナチュラリスト喜善箆 f孝義療のすEと滋j

湘南地方の動植物ιついて研究三されている

万々の話を開く講座。

持 12月 12日(土) 18時 ---20時

守会場博物館設主く参加自由〉

・講師箱根町社会教育センタ一 位d楽勝信

氏

公然憲章学童雪「おかざりず下りj

お正月の一文かざり、ご器うじめ、玄関か

ざりを作る。

日時 12月四日(土)日時~15時

a 合場博物舘科学教室

。定員 30人〈抽選〉

申し 込み 12月 9日までに往援はがきで

すブラネタジウム ei完まない太綴

1年で さ委主陽が低く、が短いのが冬至

〈金曜日のみ 中央臨書館白貸出震と参考

軍拡 9 時~18時50分)

合体B富田 毎週月曜日、 11月24日〈火)

食中央額醤舘

千 254浅間町12---41 電話31--0415

台北図書欝轄

字 254田村5155…1 電話53--1232

古寺寺~IJJï主f砂浜の発見。j事議物の哲生界j

平塚の梅辺には動撞物やごみなど、いろい

ろな物がヂIちとがっている。今回は漂着物を

拾う会が集めた賢料を還して、相手笑商の自然

やその変化について紹介する。

a 期 間 12月四円(士) ~1 月初日(ゴ〉

ー金場博物館特別展示室

関連行事謀者物を拾ってみよう ロ月 13

日〈臼) 9時 ピニール袋を持って駅南口

著書一議土美
]!(¥1数淡)術
でで L か吉宮
続開liをらで
し夜間企は
まない薗
れ人て緩十
た柄い「一
日ヨそる沼月
中の。中寸

主主ま 主主回
初;，主 評判 5

:~h'Ç慌時;~;~~羽欝務開 y

自主で得た屋書つ閣成認ID:::~J，戦f 下ら岸須氏
今 的 指 建、覧玄蓄巣議ー〆説法昔話番)質問

宮襲警完霊会書護革主γ鶏額裏翼量産翁明
演で役をい品結でく滋緩饗持議議量三:;;::にしまが出

繋 活 習 注ち ZEび'!2争議トJ濃密警みれあ二
z 躍をぎは全 最大~a;:~ク滋寵悪霊長::;法、た-，Tァ寸

同日口説計十誌に~-事量￡量差
。なく書ね数辱ー滋事イ\曹IIF<<~ び雪い巾に

年 ど qj{量アt;，~事責年;以襲警激怒怒て: 、何こ千須
犀界一くとの i私ひど縦約三そ ろ白馬

月 全孫めまのな全 日"，，，，--..:.'姐のヨか河村

吉舌マ円高 v 24 v 8寺午 f 汚マる術牛Eflヨの に
i5開 校観臼休 30後翠 13会もを法中に受百

し) 生覧(書宮分 4苦言臼員耳の協に比天設 歳

二苦 言料名 fき詰喜吉 lltf暫定完雪妥嘉
三亮 ぺ反 軍)竺午)Z25ぞ毒害言へ

最 中三 主主 会前 日銭た埠、しな
実 園 Eヨ 晴 晴 9 ~投だ及をノFiZ 公F! 12 ほ時 土をこじ露威主

J乙 と 午 30 - 0 うたがLさ i
( 主主大 11 後分 1 と姦しれ良
竜 否・ 丹 4 ¥ 12 す公、た八

すビデオ映画会

@11月228 (自) 10時、日時 3階ホーノレ

「はれ、ときどきぷたj 74分

すこども 綬E霊 会

。日月29Eヨ{尽) 10時、 14時 3階 ホ Jレ

「ムーミ ン 、 ス ナ フ キ ン が 捕 っ て き た 升

「とらねこめいたんていJ10分

合理央E萄会
。 12月 6臼(日) 10時、 14時 3贈ホノレ

「文ちゃんと構たちりスクラムj48分

。 12.FJ138 (自) 10時、日時 3階ホーノレ

「小さな華麗、おばあちゃんがいてぼくがい

たとJ55ラテ

すこどもおはなし会

紙芝崩や絵本、簡単な工作などを作って避

，"う。
[中央c1!l審髄こども主主]

・開韓日 毎月第 1、 第 2、第 3、第 4木 曜

臼15時~

[北c1!l醤盤1
'開操日毎月第 2水曜日15時~

合間蕗時間

火~日曜臼 9 時~16時50分
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一
平成ヰま判 1F弓号 5Eヨ 震孟韓ひらつ力、

母樺韓センタ

中里34-17 電話34--0311

駅前パスターミナル S委委縮 中堅

経由臼冶開行または諏訪町経由市

民病院 行 f窓痕センター前」下車

骨平嘩龍盤崩

豊鹿 町 2 電話32~-0130
駅前パスターミブル 2番線事 野

原行「営林署前」下車

難対象 2諸 6か月までの乳幼児

錨相説臼 12月 7呂、 21日

曜時間午前 9時-1関与

融会 場平理楳韓所

轄申し込み 寵話で芳一壇探僅所へ

醸対象 1議以上 6議未満り乳幼

児。 l識 6か月から 3議までの間

に費貯ることが望ましい。

盟接撞方法 開業医、摘院で諜種を

接語日は医師と相説を。

髄料金無料

輔樺腫託、母子韓鹿手棋を持書

??5i 
F15i 
自てきZt;持続
奪マ t2132S5
43存在主三?ご丙

ziiz;?jif 
EFfそPE;き:善
一日守!、号:5

5;;isiitf 

ちゃ
官平単市夕陽ケ丘52'~ 5 --203 ジ

ャックス平場営業所にお勤めの古川

拐さん (34歳)と典子古ん (28議む

の長女。体重量10kg、身長75.5cm、平

成 3年 12F15回生まれ。

今月になってさ与さ始めた窓期ちゃ

んはママから離れない甘えん坊。散

歩が好きで、近くに住んでい争おば

あち ゃん の家 に遊 びに 行く のが 日

銀。 12月のお誕生日には、初出て寅

ってもらった白と亦の靴をはいての

数歩を楽しみに持っている。
句明略構織惣伊噂伊

〈応轟〉はがきにiffちゃんの名前、生年月臼と両親の

住所、氏名、生年月丹、電話議号、職業を薄いてお出

しくだささいロ封象は 1議未輔の赤ぢやんです。応募されたはがきは、毎

月20日 (20日調印まで)に締め切り、抽選で串ちゃんを翌月の広報紙に

掲載します。 なお掲載した蔀ちゃんには、記念写真と広報紙10部を捜し

あげます。，今月出応4襲募者は詩人でした〉

覇送り先手出平塚市浅間町 9- 1 平壕市 広報広聴課蔀ちゃんのス

テージ替、

蹄体操

12月凶日 午後 1時部分-4時

お母さんと蔀ちゃんの鶴田高生・

事ちゃんの育て方

12月21日 午前回時四分~午後 2時

妊娠中と産後の会終盤〈調理実曹と

昼金試 食)

覇韓期(妊娠 8か丹以降的方)

くらしの勉強会
、老後の生活費はどのくらしゾを

テーマとしたくらしの勉強会が関か

れる。

この機会にあなたのライフプラン

をたててみませんか。

事同時 12fj1 (ヨ(火)

午前日時 ~ll時30分

e 金主語ひらつかスカイプラザ

M ;:¥iピル口鶴第 2会議室

議室車相模立子大器l期大学部

助教授 二三宅栄子氏

暫定員 120人 〔 先 着 頗 ) 保 育 有 り

司申込先 地域づくり課市民吐?苫傾

(内綿263)

減計日は平成 5年版家計簿を配布

1月 8日午撞1時30升-4時

お産由選みプJと産能E過ごし方@

時脱法

3月16日 午 前9時30分 -11時30分

捧ちゃんのおふろ(実習〉

お文さんもと参加を

盟会場保瞳センタ

盟主治援の許可を樽てからご書加を

輔母子韓鹿子艦、筆記用具(全日程

共通)、スラックス(7日と 8日〉、

手ふきタオル(21日と16白人ヱブ

ロン、三角布 (21日〉を持害

輯覇 1期対皐は 3か月以上 4揖未

輔の乳幼児。 3週間から 8週間申

間踊で 3田空ける。

輯舗 2期第 1期の 3問自の接種目

から 3年以上 1年 6か月以内記 1

田空廿る。 5麓 6か月に連する

事事496懇

まで受けられるが、 4輯まで記轄

了することカ電車車ましい。

輔開講臣、病院で接種を。接麓日は

軍師とと棺謹を

輔揮韓霊正、母子蝿鹿手輯を持事

醐相説日揮週水曜日

臨 時 間 午 前9時 30分 -10時30升

盟企場揖韓センター

輯 内 容 体 重 朝 定 、 常 識 、 購 気 、宵

て方、予防接種むことなど

輯骨子韓鹿手離を持番

盟 畳 付 午 捷 1時 -2時

輔会場保韓センター

臨母子韓鹿子曜、輩記用具、曲ブラ

シ (1麓 6か月党のみ)を持番

[ 3か月児]

， 12月 2日 4年 8月 1日-10日生

・12月16臼 4年 8月Jl日-20日生

・12月22日 4年 8月21日-31日生

(1嘩 6か丹!思]

.12月 1日 3年 6月 1日-10日生

・12月 8日 3年 6月11日-20日生

・12月 15日 3年 6月21日-30日生

[3揖児]

• 12月 3日

・12月 17El

• 12月24日

1年 10丹 1臼-10日生

l年 10月日日-20日生

1年 10月 21臼-31日生

盟対象 3か月以と 4輯未満で、 B

CG接種を 2回も畳けていない乳

幼児

醐開業主豆、時院で接種を。接種目は

医師とと棺説を

…一一一一一一一一一一一一一一一一七一一一一一- /'  一一一一一一

4iiiEi鶴自室長三!日与の司臨iifJi民主iji言5J
Ti ijillTH:iiii15ilz:!?1?2351臨む53
1;tP5251人 fpiiiιA422i222:5i152izizi
32;言語まi疾老遺書53円卓霊2;安5522527j Z要議事塁塁雪量民意52ffz翌

Iii1jji;izii立;霊iiii担当:(15ii!?;??iji!?
計 ;くうゴ 21i iら;昨季j害問-zhiih警告義

潜と3認と努と女.~..~~~~.

英五の3主怒に1持ちたステージ

。 現 時 12J=118 Eヨ樹18時30分総主題

。場所前渓センターホール
@ 入 場 料 5賭 3，000向、 A席 2，500円

事曲 窓 績と混と男と女、時代おくれ、野鼠増外

。高官務多券 市民センタ一、クワトロード (MNピ

ル lF)、 チ ケ ッ ト び あ ( 長 崎 震4F)、ヤ ンレイ

レコード{ラスカ、稲元震業著書庖、サクラ

望書庖本f吉、花本書書庄で発売

議開い合むせ市民センター電話32， 2235

パネリスト
{華協主豊富)

松村満美子さん
{ジャーナリスト)

網宇す連豊春樹(フリーライター)

・豪華予議子{女性センター童室長)

a 長2華僑子('Ì"~童謡i語訳)
⑧申し込みはがきまたは電話で「干254

平場市宝町3-1M Nピル内女性行政推進

室室電話21-7500..1へ。 松村満美子さん



軍事耳立ヰ童約

3
世
代
が
一
語
り
合
う
地
域
づ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
た
湘
南
を
考
え
る
県

民
的
つ
ど
い
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
F

立
問
円
5
日
(
土
)
午
後
1

時
部
分
F
4
3
4
時
加
分

マ
舎
場
嘩
川
町
民
セ
ン
タ
ホ
}

レマ
内
容
②
基
調
講
構
「
今
自
然

拡
・
身
近
な
自
黙
を
生
か
す
た
め

に
」
講
師
自
本
自
掛
樺
諜
協
会

蝦
田
轍
韓
反
②
意
見
発
表
③
全

体
討
論

マ
申
込
先
端
南
地
区
行
政
セ
ン
タ

!
鼎
毘
課
(
電
話
詑
二
七
一
一
)

欄
向
軍
撤
収
義
務
者
等
を
対
象
に
、

醐
平
成
4
年
分
年
末
調
整
の
仕
方
、
謂

M
P
醐
曹
の
骨
笠
宮
方
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

幻
醐
金
が
簡
か
れ
る
。

制

e

醐
マ
日
時
日
月
回
目
(
水
)

ら

ヂ

午

前

9
時
却
マ
日
時

砂
一

報
一

諮
問

重審496空襲

友
人
が
家
の
中

を
整
脅
し
た
ら
、

古
い
写
哀
や
臼
訟
が
山
山
て
き
た

そ
う
で
す
。
お
く
て
必
要
の
な

い
物
で
す
が
、
捨
て
て
し
ま
う

の
は
地
惜
し
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
市
で
何
か
の
変
料
と
し
て

活
用
し
で
い
た
だ
く
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
商
略
的
関
久
保
田
同
一
一
一
藤
容
ん
)

uh
一
一
?
市
で
は
半
塚
の

J
2
5
5
に
怒
史
を
開
明
ら
か
に

し
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
史
在
編
さ
ん
し
た
り
刊

行
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
史
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て

は
、
多
く
の
資
料
の
収
集
、
務

理
、
保
存
が
必
要
と
な
り
ま

す。
ご
愛
情
の
古
い
写
真
、
日
記

な
V
C
4
地
、
世
巾
史
の
島
民
璽
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
寄
贈
ん
準
備
を
し
て
い
る
た
め
、
当

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
怠
い
ま
時
の
新
潟
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

す
。
現
在
、
明
治
後
叩
掛
か
ら
昭
自
治
会
報
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
役

和
ま
で
の
近
・
現
代
編
の
編
守
口
場
資
料
、
会
社
資
料
、
家
計
簿

。
午
桂
1
時
部
分
j
S
4
時

マ
会
場
中
央
公
民
舘

門v
問
い
合
わ
せ
先
平
揮
税
務
署

(
電
話
器
j
一
回
0
0
)

マ
日
時
沼
月
日
日
(
日
)
午
前
9

時
1
1
日
時

7
A哲
場
土
麗
小
学
校

マ
制
瞳
内
容
応
急
手
当
・
槽
報
伝

連
e

起
麗
寝
に
よ
る
露
産
体
験
"
構

壊
か
ら
の
脱
出
訓
諌
活
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
防
提
諜
防
災
慌

(
内
韓
三
五
七
)

横
浜
地
方
法
務
局
平
塚
出
強
所
で

は
、
土
地
、
建
物
の
登
記
事
務
コ
ン

ヒ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、
登
記
縛
の
腔

革
、
抄
本
の
代
わ
り
に
「
登
記
事
項

証
明
審
」
を
、
ま
た
関
覧
り
代
わ
り

に
「
筆
記
事
項
要
約
奮
」
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ

Fも
詳
し
く
は
、
隠

語
務
昂
平
埋
出
張
所
{
電
話
器
l
六

五
五
七
)
に
お
尋
ね
を
。

県
大
気
保
全
諜
{
電
語
。
四
五

コ
O
一
一
一
一
一
)
で
は
、
議
素

酷
化
物
の
操
症
が
高
く
な
り
や
す
い

語

口
汚
か
ら
2
丹
ま
で
の
期
間
、
交
通

量
削
問
調
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
る
。ウ

ィ
ー
ク
デ
ー
の
半
ば
で
あ
る
水

曜
日
括
。
特
に
寧
を
減
ら
す
臼
H

と

し
、
こ
の
日
は
車
の
点
検
、
盤
情
に

あ
て
る
な
ど
、
率
の
慣
用
を
賠
え
る

よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
ご
協
力
を
。

ア
グ
ネ
ス
圏
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
i

音
量
全
を
開
く
。

マ
臼
時
日
月
4
司
(
金
)
午
後
6

事
。
テ
l

砕い

3
9
1

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ

マ
出
構
者
ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン

マ
入
場
料
二
千
円

ヤ
問
い
合
わ
せ
先
韓
害
福
祉
課
障

害
福
祉
保
(
内
縮
-
一
一
二
)

求
職
者
の
方
々
に
情
報
を
提
洪
ず

る
。
人
と
仕
事
の
関
説
会
ψ

が
開
か

れ
る

0

7
日
時
日
珂
訪
召
(
木
)
午
措
1

時

1
4時

守
会
場
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

6
隔
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

マ
内
容
①
求
人
情
報
む
提
世
②

求
人
事
業
所
と
の
面
接
③
一
職
業
、

悪
用
保
険
制
説
④
コ
ン
ビ
ュ
タ

の
適
職
判
定
⑤
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

職
業
選
択
澗
定

マ
問
い
合
わ
せ
先
手
塚
公
共
職
業

安
芦
説
(
電
語
剖
八
六

O
九
)

7
5時
日
月
刀
日
(
火
)
午
後
5

時
1
6
時
品
分

中
会
場
東
海
大
学
湘
開
校
舎

マ
講
師
評
論
家
鈴
木
晶
氏

マ
一
ア
!
マ
ヒ
ー
タ
ー
ハ
ン
が
大
人

ιな
れ
な
い
理
由
a

心
理
学
的
分
析

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
要
員
会
{
電
話
日

一
一
二
一
)

含
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
盟
一
打
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証
券
、

一
一
華
経
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
!
一

門
平
塚
盤
景
研
究
会
盤
衆
国
間
}
日
月

口
日
(
火
)
ら
却
日
(
月
)

{
鎌
倉
庫
忠
好
会
錨
倉
彫
態
}
詑
汚

1
日
(
火
)
1
H
5
(
月
)

-
樫
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
塚
郵
償
高
)

{
芳
泉
の
会
タ
イ
ル
ア
ト
麗
}
日

同
月

1
日
(
呂

)
i
m臼
(
月
)

e
J
T
B
ギ
れ
や
ラ
リ
!
(
M
N
ピ
ル

ー
階
)

な
ど
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
得
婚
し
て
い
た
だ
け

な
い
受
百
で
も
、
昨
憎
討
議
官
就
な

ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
中
で
こ
の
よ
う
な

資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
博
物

館
市
史
編
さ
ん
係
(
竜
謡
認

五
八
四
一
一
一
)
に
と
連
絡
く
だ
さ

な
お
、
市
史
は
十
口
代
か
ら
明

治
前
期
ま
で
の
資
料
編
(
五

巻
)
、
遜
史
編
(
一
巻
)
を
刊

行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く

だ

さ

い

。

(

博

物

館

)

揖
市
へ
の
ご
意
克
、
ご
要
望
は

お
気
軽
に
広
報
広
穂
課
広
総
担

当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

{
県
立
湘
南
養
護
学
棺
生
徒
作
品

揖
}
四
月
日
日
(
金
)
t
!
?
1
月
日
日

(
月
)

合
」
口
本
間
和
主
神
奈
川
県
連
合
会

で
は
、
?
育
(
は
く
く
)
も
う
E

い

の
ち
と
大
地
作
を
テ
ー
マ
と
し
た
つ

ど
い
を
開
く
。

7
日
時
日
月
7
日
{
月
)

・
星
の
部
午
後
1
時
担
分
1

・
夜
の
部
午
後
6
時
却
汁
〈
〉

マ
会
場
横
浜
国
酷
平
町
会
議
場

マ
内
容
ロ
ッ
ク
(
セ
リ
カ
て
ハ

ン
ト
マ
イ
ム
の
ほ
か
、
悼
の
部
に
講

構
へ
沼
田
曜
一
氏
)
、
夜
の
部
に
フ

マj
ク
(
ツ
ハ
サ
)

マ
定
員
各
一
千
人
(
先
着
繍
)

申
し
込
み
は
、
性
援
は
が
き
に

昼
、
在
の
部
を
記
入
の
う
え
、
一
す
出

横
浜
市
中
区
花
暁
町
3

町

神

奈

川
県
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
(
電
話
。

四
五
j
一
一
六
一
三
八
五
五
)
へ
。

市E悪から饗量賛された額和30年代の神)11構

初
心
者
を
対
象
と
し
た
手
話
講
習

会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
程
孔
月
四
日

sロ
月
四
日
の

一
時
現
金
曜
呂
、
全
5
回

答
醇
品
開
午
後
6
時
却
分
3
8
時
却

ゐ
J

4
ノマ

会
場
福
祉
会
館

マ
~
告
貝
犯
人
(
先
持
信
網
)

円v
申
込
先
社
会
揺
祉
協
議
会
ボ
ラ

。
ン
テ
ィ

J

ア
セ
ン
タ
ー
(
電
話
国
回
二

一一一一一一一一一)

マ
呂
時
臼
月
4
日
(
金
)
午
前
9

時
部
分
1
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
間
口
)

マ
講
師
二
宮
陶
芸
試
験
場
山
元

恭
介
氏

マ
内
容
花
鉢
物
の
冬
の
管
埠

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
関
芸
栂

説
コ
ー
ナ
ー
(
電
話
口
1
0
五
九
一
一
一

J

平
時
体
市
商
工
会
議
所
で
は
、
小
学

生
駅
缶
競
走
大
会
の
出
場
チ
!
ム
を

事
襲
す
る
。

マ
日
時
2
月
7
日
(
臼
)
午
前
日

時
ス
タ
ー
ト

守
会
場
平
環
競
技
場
と
そ
の
賭
辺

マ
参
加
資
格
市
内
の
小
学
5
1
6

年
生

マ
チ
ー
ム
編
成
①
監
督
1
入
、
付

き
訴
い
1
人
、
選
手
6
人
、
補
欠
2

人
②
6
年
生
は
4
人
以
内

マ
コ
ー
ス
6
区
間

9

輿
子
の
部
1
区
二
千
灯
、
2
3

5
区
一
千
七
百
五
十
日
山
、
6
区
一
一
手

百
五
十

μ

・
女
子
の
部
2
区
一
千
五
古
川
刷
、

2
3
5
区
一
千
一
一
百
五
十
M
川
、
6
区

一
千
六
百
五
十
日
山

マ
申
込
期
隈
日
月
町
田
(
水
)

マ
申
込
先
同
高
工
会
議
所
青
年
部

(
守
加
平
塚
市
松
風
町
2
i
回
目
電

話
詑
ニ
五
一

O
)
郵
送
の
み
の
費

フ
オ
ヰ
ノ

l
u
f
L
 

あたたかい
、
予

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ポ

プ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
擢
わ
れ

る
。
ご
協
力
孝
一
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
諮
問
一
一
三
一
一
…
一
一
一
)
へ
。

マ
社
合
鴇
祉
義
金
へ
・
角
田
忠
大

…一
γ
万
円
、
福
田
き
ょ
四
召
八
十

八
万
五
千
五
百
十
九
円
、
五
頴
ヶ
台

高
校
パ
ザ
1
売
上
金
2
年
3
組
一
一
一

千
三
吉
五
十
五
円
、
同
2
年
3
組

一
万
八
千
八
十
円
、
松
が
丘
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
一
二
万
円
、
梶
原
医

続
四
千
九
百
一
一
一
十
四
円
、
五
慣
ヶ

台
高
校
P
T
A

一
二
万
六
千
二
百
八

十
円
、
花
水
者
人
大
学
向
窓
会
六

千
五
百
七
十
五
円
、
大
神
自
治
連
合

会
一
万
九
千
八
百
四
寸
一
円
、
神

用
地
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会
八
万
二
百
五
千
円
、
湖
南
カ
ラ

オ
ケ
連
合
会
九
万
六
千
七
百
六

円
、
山
田
コ
ワ
五
千
円
、
大
神
英

盟
幼
稚
園
父
母
の
会
弓
つ
く
レ
潜
謹

掃
家
政
婦
紹
介
所
各
一
万
円
、
さ

野諒一一

7
担
時
間
テ
レ
ピ
平
塚
地
区

実
行
委
員
会
各
五
万
円
、
議
名

(
3
件
)
四
万
一
千
円
、
ヤ
ク
ワ

エ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ノ
ズ
七
十
万
円
、

コ
ミ
ヤ
印
刷
一
二
十
万
円
、
基
金
募

金
箱
四
万
一
一
一
千
百
九
十
九
月

敬称略

六かコ円ブマみ成 円ト三間千マ千

ヲ望主主主主雲 E告さ雲みどり:齢 す貯蓄円碍
ズ十市印揮実り?草合にり !勺丸一 ク援 円著書 描構

十両害刷安芸警護主筈差点ミ払 雲会手ふ史 実斐
五、要各ス員へ，-h はれは謹議活吹波 平-t 京
万ヤ員十事会 辺、る、地以λγ 理万万 )11
円ク会万業 -FZみ 。 端 時々U 支町三県轟 懇捷

ワ 円詰七ごヨどごイヒ (A斗~主佐っ 部 子自田 町名

ま芸戸冨主義喜主努窪時桝 二雲司董霊 安ニ
タ閉ら合千瀬へ腐をの / 十}l1大高 千
}ヂつ. --イヒ。課。助 敬称略 万 県門協三三 四円

ス
ポ
ー
ツ
据
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
間

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慢
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
ぜ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
志
f

壕
球
場
内
'
電
話
語
。

一
O
一一)へ。

マ
ス
ポ
j
ツ
揖
興
基
金
へ

p

小
山

昭
二
六
千
円
、
人
形
劇
ほ
ほ
え
み

宅
急
理
一
万
円
、
和
久
井
氏
雄

こ
…
刀
丹
、
松
原
期
返
市
民
体
育
レ
ク

ソ
エ
i
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
一
万

五
千
二
百
八
十
一
一
円
、
ヤ
ク
ワ
エ
ン

タ
i

ブ
一
フ
イ
ズ
十
五
万
円
コ
ミ

ヤ
印
刷
十
万
円

県動物保護センター(電話58--3411)

では、やむ を 得 な い 事 情 で 錦 え な く な っ

た犬、 5苗を引き取っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑

札、注射措重奏、愛犬手様を持参していた

だきたい。引き取り車の停留時間は15分

間。

なお、犬 、絡についての苦情、総談や

野犬の捕獲依頼も問t ンターへo

[12月 78

9 : 00 
9 : 25 
9 : 55 
10: 20 

犬@

く〉ご協力ありがとうござい手した (10沼)
敬輯ミ略

東海大学体育常任要員会、パイロッ?、、話番街ベイ

ント平理署謂発セン主一、日産車体第 1地区、関頭ペ

イント、小松製作所研究本部、小松製作所エレクト

ロニクス事業本部、ノj寸公エレクトロニクス、大江二工

業、キヤノン(以上B!I食事のみ)

く〉泊緩
11月 2713 

(金)10時 -12

時組谷ノドール

ロード

f?な門誌立長ご m 議畿《詩戸h詩計持芸
R=草言語だ訂芸カjH君 iヌ鋭援額 j合長会宅究室差炉型芸き主禁容
ま家て座あ学にらつ弟~7Jしこ 吃 知 執 事ヲ離容も汽おたるやれ。』こ安をたんい学
し L つま校爆えたが懸たと 会議域/ムワむ1匂五;rJ る母ょこみJ て 喜事 がとまこ
た帰おでりに発てと封7示。ま よ町一円ぺ五二二 のさうと亡三か らお、ーす年

o [)母い、行しのた雄元員 で 慾薮雰穏詮妥ニポ議鐙重量 』こんでは寝ら す父 T 緒。生

雪之完雪ぞご主主警警 芸立制官鞭京持品売幸手霊 54 者支票暴裏て
なのま着もまみ、行た 届;九二3盤機杯し、にた君 。この らは幼

25日z:52言f詩詩吟脅器続器犯;十当日告さ討222雪尋
望芸JJERき毒雪京官会ぞ学 僕のこと見て 長名喜主主主喜芸言言号宗主
く母んと時たちちまなそして にくんる、おまでんし、っさ
なさでをに。がにしくんま、 のはいてへんななとよ。のさばし、がたさもい
り !y~ 守や わ、たてない学拐でそ。いななのいつうそはみあな元かがみ弟持
まりぷゃっ か T がお T ま校起しう T とん時でチてにれおしち一気わ、しがか
し表ね って る君、ろ君しへきょ忠若干ノかにすャこなに惨さや にいそい独ら
た情 ι てあ よの面おのた行るうろのれ行学。ンのつ弟さをん 遊がの思出
。 はとあげ うさ接ろこ。けと。た心なっ校こス上たがん埋と ぶつ分いしお

本選菱重ぞ況の主主観憲章務縫

{挙和党年〉


	マルチ 701
	マルチ 702
	マルチ 703
	マルチ 704
	マルチ 705
	マルチ 706
	マルチ 707
	マルチ 708

